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＜参考＞オフィスごみのリサイクル

目標：本店において、オフィスごみ2005年度リサイクル率100％を目指す

■リサイクルの例
排出するもの（17分類）

コピー用紙、雑誌、新聞紙、段ボール
紙製品、シュレッダーくず

ビン
カン、金属類

プラスチック・ビニール、ペットボトル
プラスチックと金属との複合製品など

電池、蛍光灯
雑ごみ、吸い殻
生ゴミ

リサイクル用途
コピー用紙、新聞紙など
トイレットペーパー

ガラスカレット
金属回収

RPF（固形化燃料）
金属回収など

鉄・水銀回収、ガラスカレット

熱回収
肥料

本店（本館）のオフィスゴミ発生量の推移

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2002年度 2003年度 2004年度 2005年度

発
生
量
（
ｔ）

60

65

70

75

80

85

90

95

100

リ
サ
イ
ク
ル
率
（
％
）

電池、蛍光灯

ビン

生ごみ

複合製品

廃プラ類

カン、金属類

雑ごみ・吸殻

ｼｭﾚｯﾀﾞｰ・紙製品

ｺﾋﾟｰ用紙、雑誌等

リサイクル率




